
（2012年3月号）ヨ コ の ヒ ン ト
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前月号の解答と解説
【答え】

 タテ  ヨコ

 1　毎年50万人以上が受験する大学入試○○○○試 
　　験。今年はトラブルが多発しました。
 5　  わからない問題は思い切って捨てる。テストでは、

時にはそうした○○○○選択も必要です。
 6    女性の自記という形で仮名書きで記した『土佐日

記』。男性歌人・○○○○○○の作品です。  
 9　 琵琶湖を水源とし、大阪湾に流れ出る○○川は、

日本一支流の多い川でもあります。
10   いなけいはてし逃を機好。」て打にちうい熱は○○「 

ということのたとえです。
11   □言、□走、援□、救□。□に入る共通する漢字

の読みは？
12   寝具や防寒具の詰め物として使われる、鳥の柔ら

かな綿毛。ダウンとも呼ばれます。
14   一定の主義・主張がなく、安易にほかの説に賛成

することを「付和○○○○」といいます。
15   ○○○○兵とは、明治政府が北海道の開拓と警備の

ために設置した、ふだんは農業を行う兵士のことです。
18   よ力武は力の学文や想思。」し強もりよ○○はンペ「 

りも大きな力を持つという意味です。
19   ○○○海流（親潮）は、北海道・本州の太平洋側

を南下する寒流。
21   建物を落雷から守るために屋上などに立てる、先

のとがった金属棒。ビルの屋上を見ると、結構立っ
ています。

22         な異くたっまが態生はと虫成。称名の虫幼のボント
　り、水中に生息しています。
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　平清盛は平安時代末期の武将。平家（平氏）一門の栄枯盛衰を描いたNHKの大河ドラマ『平清盛』の主
人公です。天皇や藤原氏を中心とした貴族が国を治めていた平安時代ですが、半ばを過ぎると、権力争い
が起こり、刀や弓矢を使う武士が頼りにされるようになります。なかでも、勢力を伸ばしたのが、天皇の子
孫といわれる平氏と源氏という二つのグループです。清盛は、平氏の基礎を築いた平忠盛の子どもとし
て、忠盛の死後、その莫大な財産とたくさんの家来を受け継ぎ、平氏を率いることになりました。それから
間もなく、天皇や貴族の権力争いに武士も加わっての戦いが起こります。それが保元の乱（1156年）と
平治の乱（1159年）です。保元の乱で勝利を収め、平治の乱では保元の乱で共に戦った源義朝を破り、
清盛は平氏に対抗する勢力を一掃しました。こうして、軍事部門を握ったことで清盛は急速に出世。
1167年には太政大臣という最高の位に就き、武士として初めて国の政治を動かすことになりました。そ
の後、娘を天皇家に嫁がせるなどしてさらに勢力を伸ばした平氏は、政治的・経済的に強大な力を持ちま
す。しかし、そうした平氏の権勢に反発する人たちも多く、1180年、清盛が追放した後白河法王の皇子・
以仁王が兵を挙げ、これに呼応する形で、源頼朝、源義仲など源氏が各地で挙兵。源平争乱といわれる内
乱に発展しました。清盛はその戦いの最中、1181年に病死。内乱も1185年の壇ノ浦の戦いを最後に
源氏の勝利で終わり、平氏は滅亡しました。勝利した源頼朝は、1192年に朝廷から征夷大将軍に任ぜら
れ、鎌倉に幕府をつくり、武士による政治を始めました。

 1 大寒（だいかん）
 2 ルーク
 3 ツタンカーメン
 4 島
 5 出雲（いずも）
 8 四捨五入（ししゃごにゅう）
 10 激（げき）

 11 アシカ
 13 作用（さよう）
 15 篠田（しのだ）
 16 雨林（うりん）
 18 しら
 19 厘（りん）

 1 ダルビッシュ
 6 イー
 7 多摩（たま）
 8 しず
 9 格言（かくげん）
 11 アシモ

 12 機関車（きかんしゃ）
 14 かごめ
 15 証明（しょうめい）
 17 農林（のうりん）
 18 首里（しゅり）
 20 ブラウン

もちひとおう


